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事例ページの構成

ʑの活動内容にݸ
ついてৄしく஌り
たいਓはͥひアク
セスしてみようʂ

目ඪどうしのつながりをՄ視Խするため、関
連する目ඪをハイϥイトしています。それͧ
れの活動と SDGs との関܎をෳ؟的にとら
える入りޱとしてお使いください。

※目ඪ1�は国連や政෎、自࣏体との協ಇの৔߹

活動を୅දする
SDGs目ඪ

SVstainaCle Development Goals=SDGs	エス・ディー・ジーズ


は2015年9月にすべての国連加ໍ国の合意により採୒された、2030

年までの「持続可能な開発目標」です。17個の目標	ΰール
、169

個のターゲット、232個の指標から成り立っています。SDGsは、気

候変動の激化、貧富の֨差֦大、ฆ૪の増加など、このままでは、

このඒしい地球を次の世代にҾきܧいでいけないという強い危機感

から生まれました。本࡭子では 17 個のΰールに沿って、SDGs の達

成にݙߩする佐賀県内の活動を঺介します。
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SDGsアクションブックさが

　ネイティブアメリカンに伝わることわざに、「自然は૆先からの

ଃりものではなく、子ଙからの༬かりものである」という言葉があ

ります。現代風に言い換えれば「地球は未来の子どもたちからの༬

かりもの」だと言えるでしょう。

　この地球が自分のものではなく、༬かりものならば、きれいなま

まに、できればもっときれいにしてバトンタッチしたいものです。

ところが、私たちの地球は私たちの手で大きく壊してしまい、もう

ੲのように戻ることができないほどの状態になりました。これでは

ダメだと気づいた私たちはSDGsという世界共通の目標を持つこ

とで何とかしようと動き出しました。

 「誰も置き去りにしない」というのがSDGsの大切な考えです。

世界で困っている人たちも、未来の子どもたちも、今を生きる私た

ちも、みんなが共に幸せになるための目標としてSDGsが設けら

れました。しかし、これを達成することは大変難しいことです。で

すから、そのためには世界中すべての人、大人も子どもも企業も市

民も行政も、みんなの力を合わせることが必要なのです。

　SDGsを達成するための活動は国連や遠い世界での話で自分に

は関係ないと思う人もいることでしょう。でも、身近ですでに実施

されている活動もあることを঺介し、みなさんの活動の参考になれ

ばいいなと、h SDGsアクションブックさがʱを作成しました。

　この࡭子は、「誰もやらないのならば、私がしてもし
・ ・ ・ ・ ・ ・

かたがない」

と思う人ではなく、「誰もやらないのなら、せ
・ ・ ・

めて私だけでもしよう」

と思う人のためのガイドブックです。「他の人の幸せを自分の幸せ

だと感じる人ʹ地球市民」に世界中の人がなることを目標とする地

球市民の会としては、「せ
・ ・ ・

めて私だけでも」未来の子どもたちのた

めに活動する人がひとりでも増えると、とてもうれしく思います。

　このアクションブックは多くの方々のご指導とご協力によって完

成しました。特に、山口知事をはじめ佐賀県のご協力なくして完成

しませんでしたし、制作に関してはʰ未来を変える目標　SDGs

アイデアブックʱを発行した一ൠ社団法人TIink tIe &artIの力

が欠かせませんでした。また、取材や制作に関わるすべてのみなさ

まのサポートやアドバイスも大きな力になりました。心より感ँਃ

し上げます。

　最後に、この࡭子は、佐賀県ふるさと納税CSO指定の「SDGs

を通した次世代の人材育成」に対しての多くの方々からのご寄付に

より作成されました。ご浄ࡒに対しても、心よりྱޚਃし上げます。

ありがとうございました。

地球は未来の子どもたちからの
預かりもの

認定NPO法人 地球市民の会
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現地にリーダーを育てて॥ܕ؀೶業を޿Ίる

〈左頁〉現地の高校生にも農業を教え、将来のリーダーを育てる　〈上〉農業指導だけでなく、自然
を守るために植林活動も行う。植林のための資金づくりも地域で行えるようサポートする

地球市民の会

認定NPO法人஍ࢢٿຽͷձʢࠤլࢢʣ
IUUQ���XXX�UFSSBQFPQMF�PS�KQ

た ͩ ༩ ͑るͩ け で なく
とも に ֶ ͼ ɺ෼ かち߹う

 「食べ物を与えるより、食べ物のつくり方や料理方法を教えてほしい。そ

うでないと、私たちの民族は、口をあけて待っているだけの人になってし

まうから」。タイやスリランカへの国際協力などを行う地球市民の会のメ

ンバーは、ミャンマーの少数民族パオ族のリーダーのその言葉がきっかけ

で、ミャンマーへの支援を決めた。この地域ならば、人々と協力し、学び

合いながら進んでいけると確信したからだ。

　教育支援やインフラ整備などさまざまな活動の中でも、特に力を入れて

いるのが循環型農業の指導。ミャンマーでは急激な人口増加でプラスチッ

クごみの量も増え、環境汚染が懸念される。このままだと自然が減り、農

業などが困難な貧困地域に戻ってしまう。そこで、自然への負荷を少なく

した有機農法で農産物を育て、環境を守るための知識も伝えている。

　現地の事務所ではミャンマー人スタッフが働く。循環型農業の研修を受

け、その知識を地域住民に広めることがミッションのひとつ。スタッフの

中にはやがて村長になった人もいる。こうしたリーダーの育成により循環

型農業は着々と広がり、現地の人々が主体的に取り組むまでになっている。

　地球市民とは、遠い国の幸せを自分の幸せと感じる心を持つ人のこと。

そんな人が日本に増えれば、地球も地域も良くなっていくに違いない。

SDGsアクションブックさが 76



地Ҭの困り͝とはɺ地Ҭみんなでղܾする

〈左頁〉各家庭へ送る食品の箱詰め・発送作業も、地域のサポーターが集まって行う
〈上〉ひと箱ひと箱にメッセージを添えて発送する

͜ども͓なかҰഋศ

͜Ͳ΋͓ͳ͔ҰഋศϓϩδΣΫτʢࠤլࢢʣ
IUUQT���QFSBJDIJ�DPN�MBOEJOH@QBHFT�WJFX�POBLBJQQBJCJO�

৺と͓ な か をຬたす
地 Ҭ が ಧける子ども୐ ৯

　日本の子どもに、見えない貧困が広がっている。ただし、生活に最低限

のものがなく、生きていくのも厳しいという状態ではない。金銭的な理由

で進学ができない、習い事や部活、修学旅行に参加することができないな

ど標準的な暮らしが難しい状態の貧困である。これを相対的貧困という。

その率は13.9%、7人にひとりの子どもが当てはまる計算だ。

　佐賀市北川副小学校校区では、20％の子どもが就学援助を受けており、

見えないが身近に相対的貧困家庭が存在している。こどもおなか一杯便は、

子どもの「おなかが空いた」という辛い気持ちを少しでも減らしたいと思

い、2ヶ月に1回、お米や飲み物・料理のしやすいレトルト食品など10kg

を支援している。定期的な食品の配送は、家庭の楽しみでもあり、安心感

につながる。

　食材は地域のスーパーなどから購入し、配達は専門の運送業者が担う。

地域の人々の力で、子どもたちを支えるシステムが成り立っているのだ。

　貧困に伴うのは、経済的な困難だけではない。地域とつながりができず、

社会的な孤立を生むこともある。だからこそ、子どもと親にとって、助け

てくれる人がいるという「つながり」を感じられることは、単に食品の支

援にとどまらない大きな意味があるのではないだろうか。

SDGsアクションブックさが8 9



子࿈れग़ۈで͓฼さんも高ྸऀもݩ気に

〈左頁〉子どもたちの動きを助けることが高齢者のリハビリにつながる　〈上〉施設の一角には週末
のみ開店する駄菓子屋があり、地域の子どもたちが訪れてにぎやかになる

ೳΉくػ໛ଟنখޢ؃

ʣࢢೳΉ͘ʢ౜௡ػ໛ଟنখޢ؃
IUUQ� ��NVLV�MMD�DPN

　幼い子ども、高齢者、障がい者、病気を患っている人など、社会には誰

かの助けを借りないと生活できない人がいる。保育園や介護施設などサポ

ートをする施設はあるが、 みんなが一緒に過ごす施設はほとんどない。

　看護小規模多機能むくは、助けの必要な高齢者が過ごす場所だ。他と違

うのは、幼い子どもが一緒に過ごしていること。むくでは、未就園児を持

つお母さんもスタッフとして働けるよう、子連れで出勤することを歓迎し

ている。子どもたちは高齢者とともに折り紙などで遊んだり、お母さんの

真似をして配膳の手伝いをしたりと、まるで家族のような雰囲気だ。

　むくで過ごす高齢者は、体の機能が衰えてしまった人が多い。けれど、

子どもたちのお世話をしたり一緒に食事をしたりして機能が回復すること

もある。子どもたちがいることで大人も助かる。子どもたちは“スタッフ”

として活躍しているのだ。

　また、むくは地域に住むあかちゃん連れのお母さんを有償ボランティア

として迎え入れている。高齢者はあかちゃんから生きるパワーをもらい、

お母さんはお手伝いをすることでリフレッシュできる。

　子どもたちの成長をみんなで見守り喜び合い、お互いが助け合って生き

る。むくの姿はこれからの福祉のモデルになるかもしれない。

͋ か ちΌん から 高 ྸ ऀ まで
Ո ଒ のように ॿけ߹う৔ ॴ

SDGsアクションブックさが 1110



まͣはډ৔ॴづくりからɺҰ人ͻとりのཱࣗを

〈左頁〉年に一度行われる星生祭。展示や体験教室、ダンスなど　〈上〉 棚づくりを行う様子。オリ
エンテーションや授業のさまざまな工夫によって、学習や学校生活への不安感を取り除いていく

佐賀੕
΄ ͬ し ΐ う

生ֶԂ

ʣࢢլࠤլ੕ੜֶԂʢࠤ法人ߍֶ
IUUQT� ��XXX�IPTTIP�FE�KQ

୭もが 安 ৺ して
成 長 できるֶ ߍ を目 ࢦ して

　誰だって自分に自信を持てなくなったり、踏み出すことが怖くなったりする

ことがあるだろう。そんな子どもたちの声に耳を傾け、真摯に向き合う学校

がある。それが佐賀星
ほっしょう

生学園だ。

　星生学園が行うのは、誰もが安心し、安全に通い続けられる学校づくり。「個

人の自立のないところに社会における自立はない」という考えのもと、教育

のユニバーサルデザインを目指している。

　カリキュラムは、安心できる居場所づくりから。生徒たちの多くは中学時

代に不登校を経験し、学校生活やコミュニケーションに不安を感じている。

そのため、クラスでの協働活動やワークショップなどを通して、お互いの距

離を少しずつ縮めていく。普段の授業の中では、自己理解や対人関係を学ぶ

トレーニングが実践的に行われている。

　学習や学校生活への不安感や恐怖感が取り除かれていくことで、生徒たち

は、学校本来の楽しみを見い出していくのだ。

　そして、それはやがて“用意された居場所”から“自らがつくる居場所”へ

と変化する。自らの居場所で、自分の強みを発見し、自信と誇りを持てるこ

とは、社会自立の第一歩。それぞれの強みを活かせる学校は、社会の中で

子どもたちを誰ひとり置き去りにしないことにつながっている。

SDGsアクションブックさが 1312



産લ産ޙや子育てʜ೰Ήঁੑにدりఴう働きํ

QPDP B CPDDP

NPO法人QPDP�B�CPDDPʢࠤլࢢʣ
IUUQT � ��XXX�QPDPBCPDDP�KQ

地 Ҭ の ঁ ੑ を ࢧ ͑ た い
ʮ ڞ ײ ʯを ݪ 動 ྗ に 働 く

〈左頁〉子育てや健康づくりのための講座、産前産後ケア、リンパドレナージュなど、さまざまな
事業を行うほか自主イベントも開催する　〈上〉子ども食育スクールのワンシーン

　高校や大学などを卒業すると、ほとんどの人が社会に出て働く。ところ

が、「男は仕事、女は家庭」という考えがいまだ根強く、結婚を機に仕事

を辞める女性は少なくない。ここ佐賀県も同様で、全国的にはやや良いほ

うだが、家庭を持つ女性は働いてもやりがいを優先しにくいのが現状だ。

女性は結婚だけでなく、妊娠・出産や更年期など、体に大きな影響をもた

らす転機がたびたびある。それらの中で、出産前後に体に大きな負担を受

けたり、子どもに障がいがあったりなど、大変な思いをする人がいる。そ

うした人たちが自分と同じような人たちの支えになりたいと活躍する場が、

佐賀市にあるpoco a boccoの拠点「ポコハウス」だ。ここに講師とし

て集う女性たちは、助産師や歯科衛生士など、これまでの経験を強みにさ

まざまな講座やイベントを開いている。

　特に目立つのが、出産前後の母親をサポートする取り組みだ。出産後、

あかちゃんの育児をする中で悩んだり孤立したりしないよう、女性を体調

面でケアしたり、育児の知識を伝えたりしている。また、生きる上で大事

な食事についてを学べるよう子ども向け食育スクールも行っている。

　子育てなど家庭のことも大事にしながら、誰かの支えになりたい想いを

かなえる…そんな働き方がここにはある。

SDGsアクションブックさが14 15



సの発૝のԼ水ॲཧで༗໌海の海ଽにもҰ໾ٯ

佐賀市Լ水ড়Խηンλー

ʣࢢլࠤԼਫড়ԽηϯλʔͷऔΓ૊Έʢࢢլࠤ
IUUQ���XXX�XBUFS�TBHB�TBHB�KQ�NBJO������IUNM

Լ 水 を き れ い な 水 に 変 ͑
ړ 業 や ೶ 業 も ݩ 気 に

　下水浄化センターには、私たちが生活する中で使った水の汚れをきれい

にする役割がある。佐賀市下水浄化センターで浄化された水は、センター

のすぐそばにある本
ほ ん

庄
じょう

江
え

に放流されたのち有明海に注がれる。有明海の

名産である海苔の生産者は、この放流水が増えることで海中の養分が薄ま

り、海苔が養分を十分に得られなくなって生産に影響が出るのではないか

と心配していた。

　下水をきれいにして海に返すべく日々仕事していた職員は、「海苔の名

産地にある施設にできること」を考え、研究した。その結果、海苔の養殖

期間である11月から３月にかけて、海苔の養分となる窒素をなるべく取

り除くことなく有明海に放流するようにした。下水の成分は日々異なるが、

職員が水質計測機器を24時間体制で監視して管理することで水質を保っ

ている。その苦労の甲斐あって放流水の影響なく海水の窒素濃度は保たれ、

佐賀の16年連続となる海苔生産売り上げ日本一に一役買っている。

　センターではこの他にも、水をきれいにする過程で出る汚泥を発酵させ

て肥料をつくり農業の活性化に役立てたり、汚泥処理で発生するガスを使

って自家発電を行ったりするなど、「迷惑施設」と呼ばれる施設から、資

源やエネルギーを取り出し、歓迎される施設に転換しようとしている。

〈左頁〉施設の全景。写真左奥に有明海が広がる　〈上〉中央監視室では職員が水質を24時間体制
で監視する

SDGsアクションブックさが16 17



G00D 0/ 300'S 

ଠཅޫ発ిのརӹでアϑリΧのֶߍのిԽࢧԉ

〈左頁〉西アフリカのベナン共和国で行われたプロジェクト
〈上〉GOOD ON ROOFSは屋根を貸してくれた協賛企業に賃料を払う。その賃料から寄付をも
らい、途上国の学校に太陽光パネルを設置している

Ұൠࣾஂ法人(OO%�ON�3OO'4ʢࠤլࢢʣ
IUUQT���HPS�PS�KQ

԰ ࠜを आりて ి 気をつくり
్্国 にも͋かりをともす

　工場などの広い屋根は太陽の光を日々たくさん受け止めている。太陽光

発電をするには理想的なスペースなのだが、実際にはそうした屋根の大半

は、活用されていない。

　その屋根を活用してクリーンなエネルギーができればいい。それが遠い

途上国の人たちに電気を届けることにつながれば、もっといい。そんな仕

組みを実現するプロジェクトがある。

　GOOD ON ROOFSは、企業や工場の使われていない屋根に太陽光

パネルを設置して、電気をつくって販売。利益の一部でアフリカの学校に

太陽光パネルなどを寄付し、学校で電気を使ったり、学校で充電した照明

を家庭で使って生活できるよう支援する。

　先進国に住む私たちが、電気に依存した生活をしている一方で、世界の

5人にひとりは電気のない生活をしている現実がある。世界の誰もが電気

のある生活を、この先もずっと送れるようにするためには、枯渇のおそれ

がないクリーンなエネルギーの活用が不可欠だ。

　太陽光でつくった電気を、私たちがもっと使う。世界のより多くの人が

使えるようにする。その2つを同時に可能にするこの試みは、まだ光が届

いていない人たちと、私たち自身の未来の両方を照らすものになる。

Ұൠࣾஂ๏人
G00D 0/ 300'S

業اࢍڠ

԰ࠜିし

௞ྉ

෇د

アϑリΧ͓よͼ
్্国のֶߍに
ଠཅޫパネルを

ઃஔ
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ै業һのͤ޾が会ࣾの成長につながる

〈左頁〉会議の議事録は社内SNSで共有し、着実に実行につなげる　〈上〉水害でほとんどの教習
車が壊れたため、九州各地の自動車学校から教習車を借りるなどして再建に努めている

େொࣗ動ंֶߍ

༗ݶձࣾେொࣗಈंֶߍʢ٩ౡ܊େொொʣ
IUUQT ���XXX�PPNBDIJ�ND�DP�KQ

Ұ 人 ͻとりのࣗ ༝ ౓ を 高 Ί
変 Խ に ର Ԡ する ૊ ৫ を ஙく

  さまざまな分野で技術がめざましく進歩している今、自動車業界では自

動運転が現実的となっている。そんな中、大町自動車学校はこれまでの自

動車学校のあり方を変えようとしている。

　特に大切にしているのは、「従業員が幸せである」こと。例えば、従業

員の個性を重視し、一人ひとりの意見が通りやすい雰囲気をつくり出して

いる。また、働き方の自由度を高めるため、働く時間を調整しやすくした

り、会議の方法を変えたりした。特に会議は事前に話し合うべきことを明

確にし、データに基づく議論をするために電子掲示板を活用している。

　新しい仕組みを導入したことで、従業員からの提案による新規事業が

次々と生まれ始めている。キッズバイク教室やドローン教室など、自動車

教習の枠にとらわれない取り組みが実現し、働く楽しさ、地域や他企業と

の連携につながっている。

　2019年、同校は水害により甚大な被害を受けた。校舎１階部分は浸水し、

教習車のほとんどが壊れてしまった。そんな絶望的な状況の中、従業員は

一丸となって復旧に取り組んだ。この経験が組織の結束をさらに強め、よ

り良いチームワークができた。その組織力を活かし、時代の変化にすばや

く対応できる会社になりつつある。
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シϏックςックでɺ地Ҭに革新を

〈左頁〉勉強会の様子。佐賀市内外からメンバーが集まる　〈上〉アーバンデータチャレンジ2019 
in佐賀ハッカソンでは、アイデアの改善やデータ収集、アプリ制作などが行われた

$PEF GPS SBHB

$PEF�GPS�4BHBʢࠤլࢢʣ
IUUQT���DPEF�TBHB�PSH

* $ 5と市 民の ஌ ܙ で
地 Ҭ の ՝ ୊ を ղ ܾ する

　高齢化や人口減少、自然災害への備えなど、地域にはさまざまな課題が

ある。それらを解決するのは、誰だろう。国、行政、企業…あらゆる単位

で課題解決が行われる一方、市民一人ひとりの知恵を持ち寄ることはでき

ないだろうか。ICT（情報通信技術）と市民の力を活用して、地域の課題

解決を探る活動。それは「シビックテック」と呼ばれる。

　この活動は、NPO「Code for America」から始まり、2013年には

Code for Japanが設立された。現在ではCode for Saga、Code for 

Kanazawaなど日本各地にCode for Xが存在し、多くの市民が活動に

取り組んでいる。Code for Sagaでは、テーマに沿ってアイデアを出し

合うアイデアソンや、アプリケーション企画、設計、開発を短期間で集中

して行い、成果を発表・競い合うハッカソンなどを行っている。2019年

にはアーバンデータチャレンジin佐賀ハッカソンを開催。SDGs達成に

向けたアクションの見える化ツール制作などのアイデアを練り、オープン

データを利用したアプリケーションの企画、設計、開発に取り組んだ。

　Code for Sagaにはコードが書ける人も書けない人も、インターネッ

トが得意な人もそうでない人も、興味があれば参加ができる。そのアクシ

ョンが、地域の技術革新を前進させる一歩になるかもしれない。
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೶産෺のブϥンυྗを高Ίɺ௞ۚアップを

〈左頁〉海水栽培のサツマイモは、焼き芋にすると糖度50度以上になり、テレビでも紹介された
実績をもつ　〈上〉作業の様子。奇跡のサツマイモは「佐賀西部コロニー収穫祭」でも販売される

佐賀੢෦ίロχー

ࣾձ෱ࢱ法人ࠤլ੢෦ίϩχʔʢ౻௡܊ଠྑொʣ
IUUQT ���TFJCV�DP�PS�KQ

ͩ͜ Θりの ೶ 産 ෺ づくりで
୭もがࣗ ཱできるࣾ 会 に

　スイーツのように甘い焼き芋ができる“奇跡のサツマイモ”として、メ

ディアにも取り上げられた海水栽培のサツマイモ。多
た

良
ら

岳
だ け

山系の地下水を

使ってつくる肉厚のしいたけ。ミネラルたっぷりの海水を利用して栽培し

た甘いみかんと、それを加工したさわやかなシャーベット……。

　これらは障がいのある人たちが暮らし、働くことを支援する施設、佐賀

西部コロニーで生産・販売している商品だ。施設の利用者たちは、地域の

農家と協力しながら農産物をつくり、加工や販売も行う。

　彼らが働く喜びを得るとともに、経済的な自立を果たすためには、より

高い賃金を得られるようにすることが必要だ。そこで施設が行うのは、収

益が上がるような価値の高い農産物づくり。オリジナルの海水農法を取り

入れるなど研究・開発の工夫により、ここにしかない生産品を次々と発信。

全国から注文が寄せられる佐賀西部コロニーというブランドを築き、障が

いのある人たちに支払われる賃金のアップを目指し続けている。

　つくり出すものに工夫を重ねて価値を高め、ファンを獲得する。そこに

着目したサポートが増えることで、誰もが自立できる社会につながるので

はないだろうか。

SDGsアクションブックさが24 25



に͗Θいを໭して住み続けられるまちを目ࢦす

〈左頁〉白壁の蔵が並ぶ昔ながらのまちなみ　〈上〉年に一度、佐賀大学の留学生が一週間ほど滞在
し、肥前浜宿の歴史やまちづくりについて学ぶなどして交流している

ංલ඿॓·ͪͮ͘Γެࣾʢࣛౡࢢʣ
IUUQT � ��IJ[FOIBNBTIVLV�DPN

ݹ い まちなみを ׆ かして
人をݺ ͼ ࠐ Ή まちづくり

　鹿島市の肥
ひ

前
ぜ ん

浜
は ま

宿
しゅく

エリアに足を踏み入れると、まるでタイムスリップし

たかのような錯覚におちいる。白壁の蔵や土間のある建物など伝統的な建

物が連なり、着物姿の町人や武士とすれ違いそうな雰囲気だ。このエリア

は江戸時代から昭和時代にかけて宿場町として栄え、多くの店が並ぶにぎ

やかなまちだった。交通手段が変わり人の往来が減った今でも、地元の人

たちの努力で建物が保存され当時の面影を残す。その甲斐あって、国の重

要伝統的建造群保存地区に指定されている。

　ここで暮らす人たちは、まちの雰囲気をいつまでも残すため、建物を保存

し、人が住み続けられるまちづくりを目指す。肥前浜宿はかねてより酒やし

ょうゆ、漬物といった醸造業が盛んで、今も発酵文化を色濃く残しており、

これを活かしてにぎわいを戻そうと考えた。そこで肥前浜宿まちづくり公社

を設立し、どうすれば多くの人が訪れるようになるか勉強会を重ねている。

現在、蕎
そ

麦
ば

屋と２軒のゲストハウスを開業し、まちを訪れる人を出迎える。

　まちづくりには、このエリアの雰囲気に魅了されて県内外から移住した

若者も加わり、パン屋やろうそく職人などの商売で、まちの盛り上げに一

役を買っている。歴史遺産と発酵文化に加わる新しい波。ここで魅力あふ

れるまちづくりが広がりつつある。

ංલ඿॓まちづくり公ࣾ
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その人ͩけのたΊにつくるέーΩ

〈左頁〉古民家を改装した店舗。週末のみカフェを営業　〈上〉完全予約制でつくるケーキ。地産地消
を心がけ、オリジナルケーキや植物性素材のみを使うマクロビオティックのケーキにも対応する

ςϜσαック

4XFFUT�MBCP�5FN�EF�4VD�ʢখ৓ࢢʣ
IUUQ���XXX�UFNEFTVD�DPN

　人気の洋菓子店と聞けば、おいしそうなケーキが行儀良く並ぶ大きな

ガラス張りのショーケースを、誰もが思い浮かべるのではないだろうか。

テムデサックにはそのような冷蔵のショーケースがどこにもない。開店

当初より、生ケーキの販売は完全予約制だ。

　お店を始めるにあたって、店主の次富あすかさんは 「おいしいものをつ

くって届けたい」そして「つくったものは全部食べてもらいたい」と考え

た。つくり手にとっては純粋な、当然の気持ちだ。加えて、身体に優しい

お菓子を届けたいという考えで、素材にもこだわっているため、どうして

も原価がかかる。悩んだ結果、食品ロスを減らすことでコストを抑える生

ケーキの受注生産という方法を選んだ。これは、訪れる客にも多少手間が

かかる方法だ。予約なしに来店しても生ケーキは並んでいない。開店当初

は戸惑う客もいたが、今ではすっかり浸透してきたと感じるという。

　お店では、マクロビオティックの講師を毎月招いて料理教室を開催して

いる。次富さんはデザートを担当。講師が伝える「その土地のものを食べ、

生活する」という考えは、共感することのひとつだ。

　今の時代は、店頭に行けばいつでも整然と豊富な商品が並び、選んで買

うことができる。ただ、その便利さの裏には、たくさんの食品ロスが隠れ

ている。それは、提供するお店側や消費者の意識次第で変えられる問題だ。

༧ ໿ を ड け て か ら
つくり ࢝ Ί る ༸ ՛ 子 ళ
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海に຾るɺ๲େなエネルギーのՄೳੑ

〈左頁〉1MW級設備の導入を想定し行われる実証試験。久米島町は沖縄本島と電源系統が接続さ
れていないことから、エネルギー自給率100%を目指す　〈上〉研究を行うための基礎実験装置

ʣࢢլࠤηϯλʔʢڀݚլେֶ�ւ༸ΤωϧΪʔࠤ
IUUQ� ��XXX�JPFT�TBHB�V�BD�KQ�KQ�

　自然エネルギーの活用は、私たちが持続可能な生活を送るための大きな

カギを握る。太陽光エネルギーは自然エネルギーの代表例だが、地球上に

はまだまだ利用されていないエネルギーがある。「海洋エネルギー」はそ

のひとつ。海の温度差を利用したり、波の力を利用したりすることで、エ

ネルギーをつくり出すことができるのだ。

　佐賀大学 海洋エネルギー研究センターは、日本で唯一の海洋エネルギ

ーの総合研究拠点。ここで特に力を入れて進められているのは、海洋温度

差発電の研究だ。浅い海と深い海の温度を比べると、かなりの温度差があ

り、この差を利用することでクリーンなエネルギーを得ることができる。

　海はいつでもそこにある。海洋発電は自然エネルギーの中でも天気に左

右されない発電方法であるため、年間を通して安定した発電ができるのも、

大きな特徴だ。日本の経済水域内には、石油約86億トン相当の海洋エネ

ルギーが眠っていると考えられている。現在は、この技術の実用化に向け

て、沖縄県・久米島で実証試験が進む。

　私たちの日々に欠かせない電力。一方で、まだまだ多くの国・地域が、地

球に負荷の高い発電方法に頼っている現状がある。海に眠る膨大な自然エ

ネルギーの研究が進むことで、私たちは気候変動に立ち向かうことができる。

佐賀େֶ 海༸エネルギーڀݚηンλー

海 のʮ Թ ౓ ࠩ ʯから
エ ネ ル ギ ー を 生 み ग़ す
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২थ׆動を続けて海ͩけでなくࢁや઒も守る

〈左頁〉「海を守る大切さを伝えるためには、おいしい海苔をつくることが一番大事」と話す川崎
賢朗さん　〈上〉毎年3月に行われる佐賀市富士町での植樹活動

佐賀ん海ଽࢣړ

઒࡚ݡ࿕͞Μͷ׆ಈʢࠤլࢢʣ
IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�LFOSPV�LBXBTBLJ�

　佐賀で採れる海苔は全国の総生産量のうち4分の1を占め、全国一の生

産量を誇る。それは、干潮時と満潮時との潮位の差が約６ｍにもなる有明

海の環境が影響する。海苔を育てる網は、満潮時には海に沈んで海水中の

養分をたっぷり吸収し、干潮時には海水から出て日差しを浴びて光合成を

行う。それらを繰り返すことで、やわらかくて旨味のある海苔が育つのだ。

　有明海で海苔を養殖すること40年。海苔漁師の川崎賢
け ん

朗
ろ う

さんは変わり

ゆく有明海を見つめてきた。昨今は気候変動や環境汚染などにより、海苔

の成育に影響が出始めた。2000年に海苔が不作となったことを機に、海

を取り巻く環境問題を意識するようになった川崎さんは、近隣の小学校で

出前講座を行ったり、SNSを通して佐賀の海苔のことを発信したりして、

海を守る人を増やすための活動を行っている。

　さらには、年に一回、佐賀市富士町で地元の人と一緒に植林活動を続け

ている。「川が十分な養分を運んでくれるためには、雨水が山にしっかり

としみ込んで、時間をかけて川となることが大事。そのためには森林が豊

富でなくてはならないのです」。海苔は海の恵みだけでなく川や山の恵み

も受けて育つ。おいしい「佐賀ん海苔」をつくるため、川崎さんは伝える

活動を続けている。

೔ຊ Ұ の 海 ଽ づくりの たΊ
༗໌ 海 の ඒしさを守りたい
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l ໦ z の地産地ফは未来΁の l 気 z づかい

〈左頁〉県内の公共機関や学校にも地域材を活用。薄い突板のSKINWOOD® を使用した例もある
〈上〉環境に配慮したグリーンストア1号店としてのスターバックス福岡大

おお

濠
ほり

公園店の建築に協力した

※FSC®: Forest Stewardship Council® ( 森林管理協議会)…森林の管理や伐採が、環境や地域社会に配慮して行われている森林を認証する国際機関

ʣࢢլࠤॴʢࡐձࣾதଜ੡ࣜג
IUUQ���LBOFKJO�KQ

未 来 ܕ の ໦ のϏ ジネεで
॥ ؀ ܕ ࣾ 会 をつくる

　人々は「木」があると癒され、落ち着く。しかしその素材の産地への関

心はまだ薄いのではないか。日本の国土の約7割は森林だが、国内で流通

する木材は北米、北欧、東南アジアなどからの輸入材が圧倒的に多く、国

産材のシェアは3割程度だという。

　環境や林業の未来を危惧した中村製材所は、2006 年に県で初めて

FSC®︎ ※による認証を受けた。九州電力や宮崎県諸
も ろ

塚
つ か

村
そ ん

が管理するFSC®︎

認証森林から木材を調達し、客先にもFSC®︎ 認証材や地域材をすすめる。

私たちがこれらを使用した製品を買ったり、建物に足を運んだりすること

は、森林やその仕事に携わる人を守ることにもつながる。

　ただ、木が育つには長い年月がかかる。中村展
の ぶ

章
あ き

社長は、ビジネスの視

点からも林業や関連産業の持続可能な発展ができないかと考えた。そこで

林齢30～40年の小径の木を使用する「SKINWOOD®︎」を開発。壁や家

具材などに使える薄い突
つ き

板
い た

で、需要サイクルを早め収益を生み出す。

　経済を安定させ森林も活性化させる循環型の豊かな社会をつくるべく、

中村社長は早くから行動を起こしてきた。学生たちにも積極的に森林・環

境教育を行う。私たちは、身近にある木や環境にも意識をおいて、未来を

“気”づかうことが求められている。

中ଜ੡ࡐॴ
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൜ࡑによるඃऀ֐をࢧԉするαポーλーをཆ成

〈左頁〉専門的な訓練を積んだ相談員が被害者からの電話相談を受ける。被害内容は多岐にわたる
〈上〉県警と連携した啓発活動、被害者支援寄付型自販機の設置なども行う

ඃࢧऀ֐ԉネットϫーク佐賀 70*SS

認定NPO法人ඃࢧऀ֐ԉωοτϫʔΫࠤլ7O*44ʢࠤլࢢʣ
IUUQ���XXX�TBHB�WPJTT�KQ

 「傾
けいちょう

聴」という言葉を聞いたことがあるだろうか。相手を理解し、気持ち

をくみ取る聴き方のことだ。被害者支援ネットワーク佐賀VOISSはその

傾聴を基本として、ニュースの画面からは伝わらない犯罪被害者の気持ち

に寄り添う活動を続けている。

　暴力や殺人、DVや交通犯罪…。被害を受けたことによる恐怖、生活上

の問題、周囲の人たちの心ない言動、無関心など、当事者やその家族の苦

しみは計り知れない。2000年に佐賀県でも重大な事件が起こり、その前

から社会問題や被害者への対応を学ぶ勉強会を始めていた臨床心理士、医

師、社会福祉士、弁護士、養護教諭などの有志たちが、団体を発足した。

電話やメールでの相談、裁判や病院への付き添いなど、活動は多岐にわた

る。自治体や警察と公的に連携しながら、具体的な支援にもつなげている。

また、社会全体にもっと理解を深めてほしいと「犯罪被害者支援サポータ

ー養成講座」を開く。「傾聴」を学ぶこともカリキュラムのひとつだ。

　身の危険がない当たり前の生活を送る権利は誰にでもある。孤立し生き

づらさを抱える被害者の声に耳を傾けるVOISSの活動は、相手の心の痛

みを和らげ、日常と生きる力を取り戻すことにつながる。誰もが安心して

暮らせる社会に向けて、支援の輪を広げている。

ඃ ֐ ऀ の ੠ に ࣖ を ܏ け
生 き る ྗ を औ り ໭ す
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$S0༠க事業

͓ ޓ い に ࢧ ͑߹ い な がら
高 Ί ߹うϞ σル に

;るさとೲ੫を׆༻し県಺֎ $S0 のྗを発ش

〈左頁〉佐賀県外のCSOを積極的に誘致。県内CSOや行政との連携を強め、地域課題の解決を目
指す　〈上〉県内外のCSOが集まる交流会　（写真：佐賀未来創造基金）

 「地域がこうなったらいいな」「困っている人の力になりたい」と理想や

問題意識を持った個人が集まる市民社会組織（CSO=Civil Social 

Organization）が佐賀県にはたくさんある。防犯や防災、教育や福祉、

まちづくりなど、それぞれの分野でCSOが活躍している。

　県の県民協働課はCSO提案型の事業を広く募集し、より良い行政サー

ビスや課題解決が見込めるものを協働で実施。また、佐賀県のふるさと納

税では県内NPOを指定しての寄付も募っている。寄付額の95％を活動

資金に充ててもらうとともに、団体の活動の周知や支援へとつなげる。

　特にユニークな取り組みが、他県に先駆けて始めたCSO誘致事業だ。

県外で活動するNPOやNGOを呼び込み、地域活性化や県内CSOのス

キルアップに役立てる。ふるさと納税での資金調達、佐賀での雇用や配置

転換に対する補助も魅力的だ。事業面、生活面でのアドバイスを行い、外

から内から活動しやすい環境を整える。団体間の交流チャンスも多い。

　この大胆とも思えるプログラムが功を奏し、県外に拠点を持つ8団体が

佐賀に進出し活動している。佐賀県にこれまでになかった考え、手法など

新しい風を取り入れ、地域社会のパートナーシップが強まっている。

 「何かアクションを起こしたい」。そんな願いを佐賀で実現できそうだ。

˔ Ҡసによる人ࡐのྲྀೖ
の૑ग़༺ޏ ˔

˔ ϊ΢ϋ΢のఏڙɺ
　ަ ྲྀなどによる
　県಺$S0のεΩルアップ

;るさとೲ੫
ʢ/10等ࢦఆد෇ʣを
ௐ達ۚࢿした༺׆

各
種
相
談

ア
ド
バ
イ
ス

補
助
金

交 

流
移 

転
誘 

致

アυόイε

༠கに
ついて ϊ΢ϋ΢や

経ݧのڞ༗
地ޏݩ༻・
഑ஔస׵

�人��ສԁ

アυόイε

ट౎ݍ等

県֎
/10・/G0

佐賀県 佐賀県$S0

ʢ公ࡒʣ佐賀未来૑଄基ۚ

˔ 佐賀県Ҡసについての
　৘ใ発৴
˔ Ҡస・ۚࢿௐ達にؔする
ผ૬ஊରԠݸ　
˔ 事業ઓུアυόイε

˔ Ҡసޙの׆動ٴͼ生׆に
　ؔ するࢧԉɺ৘ใఏڙ
˔ 県಺$S0とのަྲྀଅਐ

ҕୗ会ࣾ

アυόイβリー
Ϙーυ会ٞ

など

ಇ՝ʣڠຽݝݝլࠤ఺ʹ͠·ͤΜ͔ʁʢڌಈͷ׆Λݝլࠤ
IUUQT���XXX�QSFG�TBHB�MH�KQ�LJKJ���������JOEFY�IUNM

SDGsアクションブックさが38 39



中高生による
SDGsアクション・リポート

持続可能な社会に向けて「未来を変える」原動力と

なる子どもたちが、地域で社会課題と向き合いなが

ら活動する大人と出会う探究学習の一環として、中

高生が担当するページをつくりました。地球市民の

会と「SDGsの教育ਪ進に関する連携協定」を結ん

でいるཾ୩中学校・高౳学校の中学生1チーム、高

校生2チームの生徒さんたちが、佐賀県内の企業や

団体の活動を取材してくれました。

次ページからのऔهࡐ事はɺ
ҎԼのようなֶͼのプロηεを経てつくられましたɻ

ࡐ動�ᴹऔ׆ औࡐઌを๚໰ɻインλϏϡーɺࣸ ਅࡱӨなどを行う

४උࡐ動�ᴹऔ׆ 質໰等を͑ߟɺऔࡐの໾ׂ෼୲をܾΊɺԼݟをするなど

動�ᴹௐࠪ׆
ࣗ෼たちのؔ৺事とরらしɺऔࡐしたいا業やஂ体等をௐべɺ
औࡐઌをܾఆ

औࡐのํ๏をֶͿٛߨ�

SDGsとはԿかをֶͿ̍ٛߨ

成࡞事ه動�ᴹ׆

ࣸਅとจষでリポートを࡞成ɻऔࡐઌの׆動が SDGsのど
のΰールとؔ࿈しているかもਂく͑ߟɺࣗ෼たちなりのද現
でɺऔࡐઌにも֬ೝしながらԿ౓かのਪᏏをॏͶて׬成ʂ

動�ᴹ発ද΄か׆
औࡐを௨͡てֶんͩ͜とをϝσΟアで঺հしたりɺֶߍ಺֎
のイϕント等で発දしたりする

ཾ୩中学校・高౳学校では「私たちが未来を変えるʂ」「50センチのチェ

ンジメーカーになろうʂ」を合言葉にSDGs教育をਪ進しています。今

回の取材を通じて、生徒たちは「訪問先の企業౳を応援したい、一緒に

SDGsをਪ進したい」という気持ちを強く持つようになりました。県内各

学校のみなさん、私たちཾ୩中高生と一緒にSDGsアクションプランを

企画し実行しましょう。（ཾ୩中学校・高౳学校　副校長　ਞ
じんの

内
う ち

陽子）
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઒㟒ۭؒڀݚॴ
Ϧϙʔτɿཾ୩தֶߍ �ɾ�೥ੜʮνʔϜ 4%(Tʯ

佐賀の໦ࡐを׆༻したݐங

1தߴੜʹΑΔ4%(TΞΫγϣϯɾϦϙʔτ

　一ڃ建築士で川㟒空間研究所社長の川㟒߁広さんは佐賀の木材を活用し

た建築に積極的に取り組んでいます。お話を聞いてみると、佐賀は全国の

中でも人工林の数が多いということがわかりました。ີ度が高く、輸送コ

ストがかからないこともあって、ੲの人が60年後のために植えてくれた

佐賀の木材を使おうと川㟒さんは考えました。また、川㟒さん自身が東ژ

での生活を経験したことで、佐賀には歴史的に価値あるものがたくさん残

っていることにվめて気づき、佐賀ならではの建築物を設計しました。

　その代表的な例として、佐賀県ிの本ؗ１階にある面談室「&Nʵえん

ʵ」は、佐賀の空気で育った木と佐賀の文化と佐賀の技術が活かされてい

ます。新ؗ10階面談室「TS6.ʵつむʵ」では、先人から受けܧいだ佐

賀の山林で生産された木材を使っています。

佐賀৓お濠で開催される毎年߃例の水
みͣ

ڸ
かがみ

プロジェクト。੺দ公民ؗや佐賀県建築士会が中心に実
施する。2019年はࢲたちもࢀՃした。地域のਓと協力しておかれる౮࿜はとてもきれいだった

　SDGsとの関連について川㟒さんは、「建築はSDGs17のすべての目

標につながっていますが、その中でも特に目標11ʰ住み続けられるまち

づくりをʱや、目標14ʰ海の豊かさを守ろう 、ɦ目標15ʰ཮の豊かさも

守ろうʱが特に関連が深い」と言います。

　私たちは、川㟒さんが佐賀の木材を活かす建築物を૑り出そうとする情

೤に心をଧたれました。そして、私たちの生活に欠かせない建築の仕事は

SDGsのਪ進にも深く関わっているとվめて気づかされました。

川崎さんが設ܭ・監理された佐賀県ிにある໘談室「&Nʵえんʵ」と「5S6MʵつΉʵ」。佐賀
で生産された໦材が使われている

川㟒さんの࢓事৔
である川㟒ۭ間研
究ॴにて取材した

中学生チーϜメンバーとཾ୩
高校 O# でもある川㟒さん。
ӈ୺は෭校௕のਞ内陽子ઌ生
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͕͞ΫϦʔΫωοτʢࠤլࢢʣ
IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TBHBDSFFLOFU�

　私たちは今、SDGsについての勉強をしたり、

いろいろな取り組みをしたりしています。他の

学校の中学生よりもSDGsについて理解してい

ると思います。だからこそ、私たちができるこ

とは、SDGsについて「知る」だけでなく自分

たちにできることを「考える」ことだと思いま

す。考えれば「行動」に移すことができます。

川㟒さんは、「自然も山から川、川から海、海から山へとつながっている。SDG͂の

17の目標も同じようにすべてつながっている」と言われました。私たちもみんなで協

力して、ཾ୩中学校・高౳学校だけでなく、自分たちの周りの人たち、佐賀県中の人た

ちにもSDGsを広めて、未来を変えていくための大きなひとつのつながりをつくって

いきたいです。

Θたしたちにできる͜と ʮ஌るʯからʮ͑ߟるʯそしてʮ行動ʯ΁

取材チームɿ（2年生）ؠ野 ႒　ݹ川ྷԻ　宮国ً໻　（1年生）Ԭ Ն未　٢ా理ࠫ子

佐賀の l ࡒ z クリークの׆༻

　川㟒さんが代表を務める市民団体さがクリークネットは、佐賀にもとも

とあるものをຏきたい、つまり、佐賀にはクリーク（水࿏）がたくさんあっ

てそれを活用することで、もっと生活が豊かになるのではないかと考えた

そうです。ੲはクリークを使ってચ୕をしたりધで移動したりしていまし

た。クリークは汚いものではなく、自ຫできるものだったのです。そこで、

クリークのญを取り払って、最大限に活用するさまざまな取り組みを企画

しています。

 「さがクリークネット」のスローガン「裏を࠶び表へ、歴史を未来へ」に

は、今の佐賀ではクリークよりもಓ࿏の方にಓや家が開けているけれども、

ੲのように生活の一部にしようという想いやクリークの歴史をこれから先、

未来へ活かしていきたいという願いが込められているそうです。

　佐賀にはクリークをはじめ、たくさんの資源があります。それらを活用

することがまちの活性化につながると川㟒さんは考えています。྘と水が

たくさんあふれている佐賀は、人は少ないけれどゆったりとした高ڃผ૳

地のようになれる、そして、クリークや資源の活用をきっかけに大੎の人

から魅力を感じてもらえるような暮らしができる、豊かな地域づくりを目

指しているそうです。

　私たちは今回の話を聞いてクリークについて興味がわき、クリークに対

する考え方が変わりました。今後、クリークに目を向けて少しずつ自分た

ちの生活の身近なものにしていきたいです。

のクリークの地ਤ。全ࠓ
௕ 2
000LN ものクリー
クが佐賀৓のまわりにあ
る。これを活用していか
なけれ͹ならない

201� 年 5 月 14 ೔にཪ
े間川で行われた和ધ
ˍカϠック体験の時の
もの。川でカϠックな
どに৐ることができる

2019 年 10 月 14 ೔開催のワー
クショップでカϠックを使って
クリーク୳ݕを行う川崎さん

201� 年 � 月 15 ೔に
ཪे間ງ川で行われ
た「水ลでסഋ」

のクリークの地ਤ。全ࠓのクリークの地ਤ。全ࠓ
௕ 2
000LN ものクリー௕ 2
000LN ものクリー
クが佐賀৓のまわりにあクが佐賀৓のまわりにあクが佐賀৓のまわりにあ
る。これを活用していかる。これを活用していかる。これを活用していか
なけれ͹ならないなけれ͹ならないなけれ͹ならない

クリーク୳ݕを行う川崎さんクリーク୳ݕを行う川崎さんクリーク୳ݕを行う川崎さんクリーク୳ݕを行う川崎さん

201� 年 � 月 15 ೔に201� 年 � 月 15 ೔に201� 年 � 月 15 ೔に201� 年 � 月 15 ೔に
ཪे間ງ川で行われཪे間ງ川で行われཪे間ງ川で行われ
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αΨンௗ੘
Ϧϙʔτɿཾ୩ߴ౳ֶߍ �೥ੜνʔϜʮαΨϯௗ੘͕Μ͹Εʯ

αΨンௗ
と

੘
す

が͋るまち

2தߴੜʹΑΔ4%(TΞΫγϣϯɾϦϙʔτ

　限界を௒えてのプレー、試合がऴわったと

たんに選手全員がϐッチに倒れこむような

プレーをশࢍするサガン鳥栖は、チーム名に

もあるように「࠭ؠ=小さな石のようなཻで

も集まり力を合わせれば大きなؠになる」をモットーにؤ張っています。

　SDGsのΰール３൪「すべての人に݈߁と福祉を」に関連してサガンௗ

੘が力を入れていることは、ϗームスタジアムでの݈߁への配ྀです。「世

界一安全なスタジアム」の実現を目指し、ドクターの配置、A&Dの設置な

ど、選手にもサポーターにも医ྍと安全を届けられるようにしています。

コンコースを͙るりと一पできるϗーϜスタジアϜ。2019年に「ੈք一安全なスタジアϜܭը」
を࢝動した

取材に応͡てくださっ
たࣜג会社サΨン・ド
リーϜスの஛ູݪ社௕ 佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺

はサΨン・ドリーϜス営業本部のӬҪོ޾さん
佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺佐賀県ிの会議室で取材さͤていただいた。ӈ୺

　また、Ӻ前不動産スタジアムは、Jリーグでは௝しくコンコースを一周

できるスタジアムでもあります。ϗームサポーター域とアウェーサポータ

ー域の行き来ができることで、みんなが同じグルメやイベントを共有でき、

心の豊かさが生まれます。このように身体・ਫ਼ਆ両面の安全・安心に配ྀし

ています。

　サガンௗ੘は、その存在自体がまちを元気にし、県民の「共通言ޠ」と

なることを目標にしています。それは、サガンௗ੘の話題でコミュニケー

ションが増え、まちが活発になることを意味します。サガンௗ੘の試合や

取り組みを通じて、さまざまな感情を共有することは、スポーツ文化の発

展にもつながり、県民の団結心も高まるのではないでしょうか。

　このような企業が増えるとさらにSDGsにつながる活動が活発になる

ので、私たちもサガンௗ੘の地域ݙߩに積極的に参加したいと思いました。

�S"G"N DR&"MS CO�
-5D�

はサΨン・ドリーϜス営業本部のӬҪོ޾さんはサΨン・ドリーϜス営業本部のӬҪོ޾さんはサΨン・ドリーϜス営業本部のӬҪོ޾さんはサΨン・ドリーϜス営業本部のӬҪོ޾さん

佐賀県内のす΂てのখ学1年生
にサΨンௗ੘のマスコットキャ
ϥクター、΢イントスくんのϥ
ンドセルカバーをଃる。交௨安
全に໾ཱてるとともに、チーϜ
へのڵຯをわかͤる

�S"G"N DR&"MS CO�
-5D�

取材に応͡てくださっ取材に応͡てくださっ取材に応͡てくださっ取材に応͡てくださっ取材に応͡てくださっ取材に応͡てくださっ
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　サガンௗ੘は地域の各小学校にチームのマスコットキャラクター・ウィ

ントス܅のランドセルカバーを配෍したり、サポーターたちが地域のごみ

रいをしたりしています。厳しい状況にある子どもたちを招待したコンサ

ート活動もあります。

　また、環境に配ྀしていく中で、スタジアムでのプラスチックコップを

ഇ止してはどうかという考えから、マイボトルをつくる計画もあります。

今後はSDGsのΰール17個全部とはいきませんが、多くのΰールに関わ

るアクションプランを立てるそうです。

　SDGs達成をめざす2030年までに、佐賀がどんなまちになってほしい

かチームの運Ӧ会社サガン・ドリームスの஛原ູ社長に聞いてみると、「佐

賀がみんなの住みたいまち、人口が増えるまちになってほしい。そのまち

づくりのためにサガンௗ੘が行っているʰことづくりʱやʰときづくりʱ

に一緒に取り組んでほしい。そのためにもSDGsの17個のΰールを具体

的なアクションプランに落とし込むことはޮ果的。なぜʁ それは、সإ

あふれる人、人や環境に優しい人、݈߁的な生活をする人、おいしく食べ

る人、心の豊かさを求める人、そんな人たちが集まってSDGs最後の17

൪目のΰール、豊かなʰパートナーシップʱが生まれるまちづくりが一緒

にできるから」とおっしゃいました。

　取材をऴえて、サガンௗ੘の存在が佐賀のまちに大きな影響を与えていると

վめて感じました。そしてサガンௗ੘と一緒に何かを始めたいと思いました。

ともにつくろうɺ豊かなパートナーシップのまちɺ佐賀をʂ

　サガンドリームスは、プロサッカーチーム運

Ӧというスポーツ事業だけでなく、さまざまな

地域ݙߩ事業にも取り組んでいます。それは、

SDGsのΰール17൪「パートナーシップで目

標を達成しよう」にも重なります。だからこそ

地域の方々へのあいさつやちょっとした声ֻけ

などが大切だと感じました。また、今回の取材

で、஛原社長は「サガンௗ੘とཾ୩中高が一緒になってSDGsアクションプランを考

えたい」と話してくださいました。実現できれば、より多くの人たちにSDGsへの関

心を持ってもらえると思います。私たちはこの取材を通してSDGsをより身近な問題

としてとらえることができました。

Θたしたちにできる͜と SDGs がより਎ۙに

取材チームɿՏ野߁੖　金子༑඙　ݹ賀ܒ太　内ా真緒　北村࠼՚

αΨϯௗ੘ʢௗ੘ࢢʣ
IUUQT���XXX�TBHBO�UPTV�OFU

多くのਓが集まるスタジアϜでื金活動も行っており、「ネパール大地਒支援ื金活動」では߹
��1
で931ܭԁのٹ援金が寄付された

�S"G"N DR&"MS CO�
-5D�

サΨンௗ੘では「アシストク
ϥϒ」として毎試߹多くのϘ
ϥンティアが集まって試߹の
ӡ営をख伝っている

�S"G"N DR&"MS CO�
-5D�
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౦༩賀海؛に܈生し
ているシチメンソ΢

౦よかׁׯ
Ϧϙʔτɿཾ୩ߴ౳ֶߍ �೥ੜνʔϜʮׁׯΛकΔʹ͸ʯ

౦よかׁׯとは

ϘϥンςΟアによるڥ؀อ全׆動

3தߴੜʹΑΔ4%(TΞΫγϣϯɾϦϙʔτ

　東よか干潟は、有明海の北؛に位置する佐賀市の東与賀海؛に広がる干

ׁです。干潮時には見౉す限りの広大な干ׁが姿を現します。

　干ׁには、ムツΰロウやワラスボ、シオマネキなど有明海の泥干ׁ特有

の生物や、クロツラϔラサギ、ズグロカモメ、ツクシガモなど絶໓危惧छ

をؚむ水ௗྨが多く生ଉしています。この自然環境を保全するなどの目的

から、東よか干ׁは2015年5月、ラムサール৚約࣪地に登࿥されました。

　シチメンソウは、絶໓が危惧されているو重なԘ生植物です。成長の過

程で色の変化が見られ、ळには海؛を真っ੺に染めます。その様子は「海

のߚ葉」とも言われています。

　東与賀町では毎年その時期にシチメンソウまつりが行われており、他県

からも؍光客が訪れます。しかし、ごみや流木などの影響でシチメンソウ

がߚく色づく前に枯れてしまい、年々その数が減少しているという現状が

あります。地球温ஆ化などいろいろな原Ҽが考えられるそうです。

　シチメンソウを守るボランティア活動を続けているのが、「シチメンソウ

を育てる会」と「東与賀まちづくり協議会」の方々です。ごみरいなどਗ਼૟

活動のほか、छ取りやछまきを長年にわたり行っていますが、なかなかվળ

にࢸっていません。環境の大切さを伝えるܒ発活動も行われています。一人

ひとりが環境をѱ化させないようにすることが大事だと言われていました。

౦よかׁׯには9月ʙ
5 月ࠒにかけてたくさ
んの໺ௗが౉来します

౦よかׁׯのඒしい༦฻れ

った佐賀市໾ॴ౦༩࢕ճお話をࠓ
賀支ॴのݠޱݪ一࿠さん、シチメ
ンソ΢を育てる会会௕のੴؙٛ߂
さん、౦༩賀まちづくり協議会会
௕の౦島ਗ਼࢘さん（ӈからॱに）

౦༩賀海؛に܈生し౦༩賀海؛に܈生し౦༩賀海؛に܈生し౦༩賀海؛に܈生し౦༩賀海؛に܈生し౦༩賀海؛に܈生し

౦よかׁׯには9月ʙ౦よかׁׯには9月ʙ౦よかׁׯには9月ʙ౦よかׁׯには9月ʙ౦よかׁׯには9月ʙ౦よかׁׯには9月ʙ

౦よかׁׯのඒしい༦฻れ౦よかׁׯのඒしい༦฻れ౦よかׁׯのඒしい༦฻れ౦よかׁׯのඒしい༦฻れ౦よかׁׯのඒしい༦฻れ౦よかׁׯのඒしい༦฻れ౦よかׁׯのඒしい༦฻れ
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2019 年佐賀߽Ӎの後に౦
༩賀海؛にඬ着した͝み

　東よか干ׁのごみरい活動には年間1
800人程度が参加し、約13トン

のごみが集まります。集まるごみにはペットボトルなどの人工物のほか、

流木などの自然物のඬ着が多いそうです。また、家庭で使うચࡎや化学ༀ

品が海にࠞじってしまうことも問題です。そのため、干ׁに来る野ௗがケ

ガをしたり、ޡ飲をしたりするなどの被害をもたらしています。

　私たちも干ׁのごみरい活動に参加しました。その時には、流木がほと

んどで、1時間でごみା2ຕ分がいっͺいになりました。大きな流木があ

ったときは危険を感じました。SDGsのΰール14の「海の豊かさを守ろう」、

15の「཮の豊かさも守ろう」の達成に大事なことは環境を汚さないこと

です。そして、すべての人が環境に優しくなることだと思いました。

　もっと多くの人に干ׁのごみरいに参加してほしいです。

の͝み໰୊とׁׯ SDGs

　シギの恩返し米プロジェクトとは、米などの“ラムサールブランド化”

を通し干ׁに౉来する౉りௗや生きものとの共存を目指していく取り組み

です。東よか干ׁ付近の農地で、農ༀや化学肥料を50％Ҏ上減らして栽

培している米は「シギのԸ返し米」と名づけられ、県が特ผ栽培農産物と

して認証しています。佐賀県൛GAPといった農業生産工程管理の認証も

取得。安心安全で持続可能な農業が進められています。

　しかし課題もいくつかあります。農家にとってはこれまでの栽培方法を

見௚すとともに、イベントへの出店など、シギのԸ返し米を多くの人に知

ってもらい、販売数も増やしていかなくてはなりません。このような課題

を解決するためには、私たちのような若者が動くことも必要だと言われて

いました。

ʮシギのԸฦしถプロジェクトʯの׆動

γΪͷԸฦ͠ถϓϩδΣΫτʢࠤլࢢʣɹIUUQ���XXX�VNBTBHB�KQ�TIJHJNBJ�QSPKFDU�
�໾ॴɹIUUQTࢢլࠤ ��XXX�DJUZ�TBHB�MH�KQʢ౦Αׁ͔ׯͰࡧݕʣ

　有明海の沿؛のまちに育った私たちは東よか干ׁについて調べ、

その魅力を広めるために「干ׁ新聞」を制作してシチメンソウまつ

りで配෍したり、ごみरいに参加したりしました。東よか干ׁはと

ても素੖らしい所ですが、今回の取材を通して、たくさんの人の協

力やボランティア活動によ

って今の干ׁがあると感じ

ることができました。これ

からもごみरい活動に積極

的に参加するなど、小さな

活動を続けながら、干ׁを

守っていきたいと思います。

Θたしたちにできる͜と を守るたΊにׁׯ

取材チームɿদࢬ光　ాݹ明日߳

　有明海の沿؛のまちに育った私たちは東よか干ׁについて調べ、

その魅力を広めるために「干ׁ新聞」を制作してシチメンソウまつその魅力を広めるために「干ׁ新聞」を制作してシチメンソウまつ

りで配෍したり、ごみरいに参加したりしました。東よか干ׁはとりで配෍したり、ごみरいに参加したりしました。東よか干ׁはと

ても素੖らしい所ですが、今回の取材を通して、たくさんの人の協ても素੖らしい所ですが、今回の取材を通して、たくさんの人の協ても素੖らしい所ですが、今回の取材を通して、たくさんの人の協

たちが発行したࢲ
「ほっとけないׯ
ׁ৽ฉ」

シギのԸฦし米。ਓや生きもの
や自然環境が共生し、ඒしい自
然を未来につないでいくための
取り૊みの一環で生まれた

シギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きもの
や自然環境が共生し、ඒしい自や自然環境が共生し、ඒしい自

2019 年 � 月 に ౦
༩賀海؛で行われ
た͝みरいの様子

2019 年 � 月 に ౦2019 年 � 月 に ౦
༩賀海؛で行われ༩賀海؛で行われ
た͝みरいの様子た͝みरいの様子

༩賀海؛にඬ着した͝み༩賀海؛にඬ着した͝み༩賀海؛にඬ着した͝み༩賀海؛にඬ着した͝み༩賀海؛にඬ着した͝み༩賀海؛にඬ着した͝み

シギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きものシギのԸฦし米。ਓや生きもの
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஌事ɿみなさんの未来のためにも気になるのが13൪の「気候変動に具体

的な対ࡦを」ですね。さまざまな国や企業、団体が目標を掲げて取り組みを

始めています。ここで一൪大切なことは、具体的に何をするかということ

です。目標もさることながら、具体的な対ࡦをひとつずつやっていくとい

うことが大切であると思います。

஌事ɿ性ผもؚめ、障がいの有無、国੶に関わらず、「みんな஥間」として共

に生きられる社会、どんな人もいきいきと暮らせる社会をつくっていきた

いです。スラックスやスカートを選୒できるのもひとつのやり方。校ଇに

ついても、見௚した方がいいものもたくさんあると思います。生徒も自分

たちで考えてルールをつくっていくくらいの気持ちが大事です。

஌事ɿ有明海では、毎年クリーンアップ作ઓが行われています。まず、こう

した催しに森
も り

川
か わ

海
か い

人
と

くん	p58）と一緒に参加してもらいたいです。海は、

森や川とつながって育まれ、海を通じてたくさんの環境問題を考えること

ができます。森川海のつながりを知り、山や森も大切にしていきたいです

ね。また、近年海洋プラスチックごみの問題が関心を集めています。対ࡦ

を取らなければ、ڕと同じ量のプラスチックが海に浮遊することになる可

能性があるとか、怖くありませんかʁペットボトルなどのプラスチック製

品の利用をなるべく減らすなど、できることから始めるといいと思います。

஌事ɿ佐賀県は「人を大切に　世界に誇れる佐賀づくり」をスローガンに、

さまざまな事業に取り組んでいますが、その多くがSDGsにマッチしてい

ます。例えば、「森川海人っプロジェクト	p58
」は、森と川と海の関係者

がお互いのことを理解し合い、山を大事にしていこうという取り組みです。

また、県公ࣜウΥーキングアプリ「S
サ ガ ト コ

AGATOCO」	p59
は、「山を歩こう」

などのイベントに行くとポイントが付与され、県内のお店で割Ҿなどのサ

ービスが受けられます。݈߁にも良いし、まちづくりにもつながります。

学生のみなさんに伝えたいのは、誰かが言っていることを何も考えずに手

放しで受け入れないこと。いろいろなことを深く考えると、さまざまな問

題について自分で考え、解決する力がつきます。まずはこの17個のΰール

について、何を意味するのか、なぜこれらのΰールが定められているのか、

自分たちでできることは何か、自分で考えてみてください。

佐賀県にはঁ子生ెの੍෰にεΧートͩけでなくɺεϥッ
クεも࠾༻しているֶߍが͋るとฉきましたɻ�൪のジェ
ンダー平等ਪਐについてどのように͑ߟていますかʁ

中高生が஌事に質໰してみましたʂ
県内の事例を取材	p40�53
したཾ୩中学校・高౳学校の生徒たちが、同
校を訪れた山口঵

よ し

ٛ
の り

知事に佐賀県の取り組みについて聞きました。

SDGs でಛにॏࢹしている͜とは͋りますかʁ

��൪のʮ海の豊かさを守ろうʯにڵຯが͋りɺۙ くに
͋る༗໌海を守る͜とから࢝Ίたいとͬࢥていますɻ
佐賀県で༗໌海を守るऔり૊みが͋りますかʁ

Նに中ֶ生ओ体でʮSDGs ϑェεςΟόルʯを։࠵しま
したがɺ来ऀߍがগなくɺまͩまͩ SDGs を஌らない人
がଟいと͡ײましたɻSDGs ਪਐについてどのようなऔ
り૊みを行ͬていますかɻ
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　2019年8月຤に発生した佐賀߽雨はه࿥的な大雨となり、各地に甚大

な被害をもたらしました。佐賀県では現在も復旧・復興ਪ進本部を設置し、

被災者に寄り添いながら支援に取り組んでいます。災害発生௚後は、ಓ࿏

とాん΅の境もわからないほど浸水しており、雨が߱り続く中、ϔリコプ

ターもඈぶことができず、事態の೺握に苦労しました。とにかく人໋を守

ることを第一に対応することに集中しました。この方਑は、今後の災害対

応でも変わることはありません。ここ数年の世界を見ても、「災害が多す

ぎる」と感じており、地球温ஆ化への具体的な対ࡦが急務です。誰もが「私

ひとりでできることなんてない」などと考えていては、みんながダメージ

を受けます。だからこそ、環境問題などに対し、SDGsをはじめ共通のル

ールや考え方を持っておくことが必要です。

をࡦす͙気候変動ରࠓ

　佐賀県ではさまざまな場面で、県内のNPO はじめ、CSOの方々が活躍

されています。今回の災害でも消防や警察の方々がスϐーディにٹ助にあ

たられる一方で、CSOのみなさんの存在もとても心強く感じました。特に

「被災者の方の話を聞く」ことが大事で、一人ひとりの声を聞いて支援につ

なげるという得意分野が被災者の大きな助けになりました。私たちの体は

݂ӷが循環して動いていますが、݂ӷが動຺、੩຺それぞれの働きで機能

するように、行政や企業、CSOがそれぞれの強みを活かしながら、お互い

に情報を共有し、パートナーシップを強めることが大切だと思います。

市民ஂ体の׆༂がތり

佐賀をޠろうʂ

※明࣏ҡ৽150年を機に、201�年3月から約10ϲ月にわたり佐賀県で開かれた歴史തཡ会

 「肥前さがນ຤ҡ新തཡ会※」でも঺介したように、明治新政෎では多く

の佐賀出身者が活躍しました。それは、出島のある長崎の隣にあって、世

界の動きがよく見えていた佐賀が、日本をひとつにして西洋ྻ強とݞを並

べなければと考え、෯広い分野で必ࢮに学んでいたからだと思います。さ

らにḪ
さかの΅

れば、٢野ヶཬにも国の中心となる集落があったことがわかってい

ます。長い歴史の中で、佐賀が日本の重要な役割を果たしていた時代が何

度もありました。このすばらしい佐賀の文化や歴史を「ޠれる」のは、と

てもかっこいいことだと思いませんか。佐賀で生まれ育ったみなさんには、

「私は佐賀出身です」とڳを張って佐賀の魅力を伝えてもらいたいです。

　県民のみなさん、特に若い人たちへ。行動を起こすか、起こさないかで

迷うときもあると思いますが、世界を見ていた先人たちのように、未来へ

向かって広い視野で物事を見つめてほしい。そして、ࣦഊを恐れずアクシ

ョンを起こしてほしいと願っています。

光　ʦ高校1年ʧՏ໺康੖　内ా真ॹ ࢬ஌事と森川海ਓくんをғんで　ʦ高校2年ʧ古ా明೔߳　দޱࢁ
๺ଜ࠼՚　金子༑඙　古賀啓太　ʦ中学生ʧؠ໺ ႒　古川ྷԻ　ٶ国໻ً　岡 Ն未　٢ా理ࠫ子

「自෼たちが動くことでྑくもѱくも地ٿにӨڹすることがわかりました。SDGsの目ඪのҙຯを
「いましたࢥえたいとߟち、みんなで࣋えるため、学校全体で機会をߟ

未来に޲けてɺ佐賀をޠろうʂ
঵ٛޱࢁɹࣄ஌ݝլࠤ
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　その中でも׭民一体で取り組んでいるのが 「森川海人っプロジェクト」

です。私たちの生活を支えるこの自然を守ることで、大きな災害への対ࡦ、

そして今生きている人々だけでなく、未来の子どもたちにも住み続けられ

る環境を残すなど多くの意味が込められています。

　特に、森は川を通じてฏ野を豊かにします。有明海やݰ海も、森のԸ恵を

受けています。そこで県では「森・川・海」をひとつとしてとらえ、森川海の

保全活動に力を入れるとともに、県民が参加できるさまざまなイベントやワ

ークショップを行ったり、森川海に関する情報を発信したりしています。

　県民は2019年の大雨で「自然災害はよそごとではない」と身をもって

感じました。このプロジェクトは、森川海を守り、育んでいくことの大切

さをひとりまたひとりへと広げています。

ক来にΘたり豊かな県౔を

　佐賀県民は移動に自家用車を使うことが多く、

歩く機会が少ないと言われています。そこで開

発されたのが佐賀県公ࣜウΥーキングアプリ

「SAGATOCO」です。毎日の歩数を計測でき

るほか、ランキング、ポイント機能などもつい

て楽しみながら歩くことができます。

　歩くことは݈߁増進だけでなく幸福感が増し

ます。公共の交通手段を使う機会が増え、環境

配ྀにもつながります。さらに地域を知ること、

շదなಓ࿏の整備、豊かなまちづくりといった

さまざまな相৐ޮ果も生まれそうです。

΢ΥーΩンάアプリで健康૿ਐ

　佐賀県は、2018年3月に 「佐賀県࠶生可能

エネルギー౳先進県実現化ߏ想」 をࡦ定しまし

た。これは県内の技術などを活かし日本・世界

の࠶生可能エネルギー౳の普֦ٴ大を目指すも

のです。エネルギー起源のCO2 ഉ出の࡟減、

県内産業の活性化や雇用の֦大にݙߩします。

　その取り組みのひとつとして、2019年10月、

佐賀県と佐賀大学は、࠶生可能エネルギー౳イ

ϊベーション共૑プラットフΥーム「CI3&n

（セイレン）」を立ち上げました。これから産学

。連携で、オープンな研究開発が進められます׭

生Մೳエネルギーを世界に࠶

佐賀県のऔり૊みとSDGs

201�年10月2�೔の「森川海ਓっフェスʂ」では子どもたちが植
樹活動を体験

プロジェクトキャプテン
「森川海ਓくん」

佐賀県公ࣜ΢Υーキングアプ
リ「S"G"5OCO」

約81ສ人の人々が暮らす佐賀県。あかちゃんから大人まですべての人が、

自分らしくいきいきとした毎日を送ることができる佐賀県にしていくため

の具体的な4年間の方ࡦを示したものが「佐賀県総合計画2019」です。「人

を大切に、世界に誇れる佐賀づくり」を基本理念におき、政ࡦのபごとに

SDGsのΰールとの関連性もઆ明されています。

地中೤のར用֦大に޲けて佐
賀ฏ໺の「地中೤ポテンシャ
ルマップ」を作੒

CIR&n（セイレン）設ཱにઌཱ
ち連携協定を݁んだ佐賀県と
佐賀大学
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TEL 0952-24-3334
http://www.terrapeople.or.jp




